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(54)【発明の名称】 液晶表示基板、情報端末装置、液晶表示基板検査装置、液晶表示基板検査方法、およびプログラ

ム

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置の検査完了後に、各検査配線と
の接続を電気的にオープンにするための切断が必要であ
った。
【解決手段】  ソース配線３に設けられた接続状態を切
り替えるための検査用スイッチング素子５と、検査用ス
イッチング素子５を介してソース配線３に接続されるソ
ース側検査配線Ｓ１～Ｓ３と、ゲート配線２に設けられ
た接続状態を切り替えるための検査用スイッチング素子
５と、検査用スイッチング素子５を介してゲート配線２
に接続される第１ゲート側検査配線Ｇ１、第２ゲート側
検査配線Ｇ２とを備え、検査用スイッチング素子５は、
液晶表示基板の検査を行うときに、外部からの所定の作
用に基づいて接続状態のオン／オフ状態を切り替えられ
る液晶表示基板。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数列のソース配線と複数行のゲート配
線との交差部に対応して配置された複数の画素電極と、
前記複数の画素電極に対向する対向電極と、
前記複数の画素電極と前記対向電極との間に狭持される
複数の液晶素子と、
前記ソース配線に設けられた接続状態を切り替えるため
のソース配線用スイッチ手段と、
前記ソース配線用スイッチ手段を介して前記ソース配線
に接続されるソース配線用検査配線と、
前記ゲート配線に設けられた接続状態を切り替えるため
のゲート配線用スイッチ手段と、
前記ゲート配線用スイッチ手段を介して前記ゲート配線
に接続されるゲート配線用検査配線とを備え、
前記ソース配線用スイッチ手段および前記ゲート配線用
スイッチ手段は、液晶表示基板の検査を行うときに、外
部からの所定の作用に基づいて、前記接続状態のオン／
オフ状態を切り替えられる液晶表示基板。
【請求項２】  前記ソース配線用スイッチ手段は、所定
の電位の印加によってオン状態となる、各ソース配線ご
とに設けられた複数の検査用スイッチング素子であり、
前記ゲート配線用スイッチ手段は、所定の電位の印加に
よってオン状態となる、各ゲート配線ごとに設けられた
複数の検査用スイッチング素子であり、
前記各ソース配線ごとに設けられた複数の検査用スイッ
チング素子、および前記各ゲート配線ごとに設けられた
複数の検査用スイッチング素子に連結された、前記所定
の電位の印加を行うための検査配線を備え、
前記検査を行うときには、前記検査配線に対する前記所
定の電位の印加が行われる請求項１記載の液晶表示基
板。
【請求項３】  前記複数の画素電極の配置は、デルタ配
列またはストライプ配列の何れかによって行われている
請求項２記載の液晶表示基板。
【請求項４】  前記検査を行わないときには、前記検査
配線に対する、前記各ソース配線ごとに設けられた複数
の検査用スイッチング素子、および前記各ゲート配線ご
とに設けられた複数の検査用スイッチング素子をオフ状
態にするための電位の印加が行われる請求項２記載の液
晶表示基板。
【請求項５】  請求項１から４の何れかに記載の液晶表
示装置を用いた情報端末装置。
【請求項６】  複数列のソース配線と複数行のゲート配
線との交差部に対応して配置された複数の液晶素子と、
前記ソース配線に設けられた接続状態を切り替えるため
のソース配線用スイッチ手段と、前記ソース配線用スイ
ッチ手段を介して前記ソース配線に接続されるソース配
線用検査配線と、前記ゲート配線に設けられた接続状態
を切り替えるためのゲート配線用スイッチ手段と、前記
ゲート配線用スイッチ手段を介して前記ゲート配線に接
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続されるゲート配線用検査配線とを備えた液晶表示基板
に対する検査を行うための液晶表示基板検査装置であっ
て、
前記ソース配線用スイッチ手段および前記ゲート配線用
スイッチ手段の前記接続状態のオン／オフ状態の切替を
制御するためのスイッチ制御手段を備えた液晶表示基板
検査装置。
【請求項７】  前記ソース配線用スイッチ手段は、所定
の電位の印加によってオン状態となる、各ソース配線ご
とに設けられた複数の検査用スイッチング素子であり、
前記ゲート配線用スイッチ手段は、所定の電位の印加に
よってオン状態となる、各ゲート配線ごとに設けられた
複数の検査用スイッチング素子であり、
前記液晶表示基板は、前記各ソース配線ごとに設けられ
た複数の検査用スイッチング素子、および前記各ゲート
配線ごとに設けられた複数の検査用スイッチング素子に
連結された、前記所定の電位の印加を行うための検査配
線を備え、
前記スイッチ制御手段は、前記検査を行うときに、前記
検査配線に対する前記所定の電位の印加を行うための電
位印加回路である請求項６記載の液晶表示基板検査装
置。
【請求項８】  複数列のソース配線と複数行のゲート配
線との交差部に対応して配置された複数の液晶素子と、
前記ソース配線に設けられた接続状態を切り替えるため
のソース配線用スイッチ手段と、前記ソース配線用スイ
ッチ手段を介して前記ソース配線に接続されるソース配
線用検査配線と、前記ゲート配線に設けられた接続状態
を切り替えるためのゲート配線用スイッチ手段と、前記
ゲート配線用スイッチ手段を介して前記ゲート配線に接
続されるゲート配線用検査配線とを備えた液晶表示基板
に対する検査を行うための液晶表示基板検査方法であっ
て、
（１）前記ソース配線用スイッチ手段の前記接続状態を
オン状態に切り替え、（２）前記ゲート配線用スイッチ
手段の前記接続状態をオン状態に切り替え、（３）前記
ソース配線に対し前記ソース配線用検査配線から所定の
ソース配線用検査信号の供給を行い、（４）前記ゲート
配線に対し前記ゲート配線用検査配線から所定のゲート
配線用検査信号の供給を行う液晶表示基板検査方法。
【請求項９】  前記ソース配線用スイッチ手段は、所定
の電位の印加によってオン状態となる、各ソース配線ご
とに設けられた複数の検査用スイッチング素子であり、
前記ゲート配線用スイッチ手段は、所定の電位の印加に
よってオン状態となる、各ゲート配線ごとに設けられた
複数の検査用スイッチング素子であり、
前記液晶表示基板は、前記各ソース配線ごとに設けられ
た複数の検査用スイッチング素子、および前記各ゲート
配線ごとに設けられた複数の検査用スイッチング素子に
連結された、前記所定の電位の印加を行うための検査配
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線を備え、
前記検査を行うときには、前記検査配線に対する前記所
定の電位の印加を行う請求項８記載の液晶表示基板検査
方法。
【請求項１０】  前記ゲート配線用検査配線は、前記複
数行のゲート配線の内、（１）奇数行のゲート配線に接
続される第１ゲート配線用検査配線、および（２）偶数
行のゲート配線に接続される第２ゲート配線用検査配線
であり、
前記供給される所定のゲート配線用検査信号は、（１）
前記奇数行のゲート配線に対し前記第１ゲート配線用検
査配線から供給される第１ゲート配線用検査信号、およ
び（２）前記偶数行のゲート配線に対し前記第２ゲート
配線用検査配線から供給される第２ゲート配線用検査信
号であり、
前記複数の画素電極は、前記第１ゲート配線用検査信号
または前記第２ゲート配線用検査信号によってオン／オ
フ状態を切り替えられるスイッチング素子をそれぞれ介
して、前記複数列のソース配線の内の所定のソース配線
に接続されている請求項９記載の液晶表示基板検査方
法。
【請求項１１】  前記スイッチング素子をオン状態とす
る期間は、（１）前記スイッチング素子をオン状態とす
るための電位Ｖｏｎを印加することにより、前記ゲート
配線の電位が、前記スイッチング素子をオフ状態とする
ための電位Ｖｏｆｆから電位０．９×（Ｖｏｎ―Ｖｏｆ
ｆ）＋Ｖｏｆｆとなるまでの第１の立ち上がり期間と、
（２）前記所定のソース配線用検査信号の供給により、
前記画素電極にデータを書き込むのに必要な期間と、
（３）前記電位Ｖｏｆｆを印加することにより、前記ゲ
ート配線の電位が、前記電位Ｖｏｎから電位０．９×
（Ｖｏｆｆ―Ｖｏｎ）＋Ｖｏｎとなるまでの第１の立ち
下がり期間との和である期間Ｓ１以上であり、（１）前
記電位Ｖｏｎを印加することにより、前記ゲート配線の
電位が、前記電位Ｖｏｆｆから前記電位Ｖｏｎとなるま
での第２の立ち上がり期間と、（２）前記所定のソース
配線用検査信号の供給により、前記画素電極にデータを
書き込むのに必要な期間と、（３）前記電位Ｖｏｆｆを
印加することにより、前記ゲート配線の電位が、前記電
位Ｖｏｎから前記電位Ｖｏｆｆとなるまでの第２の立ち
下がり期間との和である期間Ｓ２未満である請求項１０
記載の液晶表示基板検査方法。
【請求項１２】  前記第１ゲート配線用検査信号または
前記第２ゲート配線用検査信号の内の、（１）何れか一
方によってオン／オフ状態を切り替えられるスイッチン
グ素子が、オン状態に切り替えられ、前記オン状態を継
続させられた上でオフ状態に切り替えられ、（２）他方
によってオン／オフ状態を切り替えられるスイッチング
素子が、その後にオン状態に切り替えられるまでの期間
は、前記オン状態を継続させられる期間の２倍以上の期
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間である請求項１０記載の液晶表示基板検査方法。
【請求項１３】  前記複数の画素電極の配置は、赤、
緑、青の各色に対応した画素電極の、デルタ配列または
ストライプ配列の何れかによって行われており、
前記第１ゲート配線用検査信号および前記第２ゲート配
線用検査信号は、前記第１ゲート配線用検査信号によっ
てオン／オフ状態を切り替えられるスイッチング素子と
前記第２ゲート配線用検査信号によってオン／オフ状態
を切り替えられるスイッチング素子とが交互にオン状態
に切り替えられるように供給され、
前記ソース配線用検査信号は、前記第１ゲート配線用検
査信号および前記第２ゲート配線用検査信号の供給に基
づいて、赤、緑、青、黒、白の内の何れかの単色画面表
示が行われるように供給される請求項１０記載の液晶表
示基板検査方法。
【請求項１４】  前記複数の画素電極の配置は、赤、
緑、青の各色に対応した画素電極の、デルタ配列または
ストライプ配列の何れかによって行われており、
（１）前記第１ゲート配線用検査信号によってオン／オ
フ状態を切り替えられるスイッチング素子を、オン状態
に切り替え、前記オン状態を所定の期間において継続さ
せた上でオフ状態に切り替え、前記第２ゲート配線用検
査信号によってオン／オフ状態を切り替えられるスイッ
チング素子を、前記所定の期間においてオフ状態とする
動作１と、（２）前記第２ゲート配線用検査信号によっ
てオン／オフ状態を切り替えられるスイッチング素子
を、オン状態に切り替え、前記オン状態を前記所定の期
間において継続させた上でオフ状態に切り替え、前記第
１ゲート配線用検査信号によってオン／オフ状態を切り
替えられるスイッチング素子を、前記所定の期間におい
てオフ状態とする動作２と、（３）前記第１ゲート配線
用検査信号によってオン／オフ状態を切り替えられるス
イッチング素子および前記第２ゲート配線用検査信号に
よってオン／オフ状態を切り替えられるスイッチング素
子をともにオフ状態とする動作３を、動作１、動作２、
動作３、動作２、動作１、動作３の順序で繰り返し、
前記ソース配線用検査信号を、前記順序での繰り返しに
基づいて、赤、緑、青、黒、白の内の何れかの単色画面
表示が行われるように供給する請求項１０記載の液晶表
示基板検査方法。
【請求項１５】  前記ソース配線用検査信号は、黒色画
面表示と白色画面表示とが交互に行われるように供給さ
れ、
前記第１ゲート配線用検査信号および前記第２ゲート配
線用検査信号は、前記ソース配線用検査信号の供給に基
づいて、前記第１ゲート配線用検査信号または前記第２
ゲート配線用検査信号の内の、（１）何れか一方によっ
てオン／オフ状態を切り替えられるスイッチング素子が
オン状態に切り替えられているときには、他方によって
オン／オフ状態を切り替えられるスイッチング素子がオ
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フ状態に切り替えられ、（２）何れか一方によってオン
／オフ状態を切り替えられるスイッチング素子がオフ状
態に切り替えられているときには、他方によってオン／
オフ状態を切り替えられるスイッチング素子がオン状態
に切り替えられることにより、黒、白、黒、白、…、ま
たは白、黒、白、黒、…というフリッカー画面表示が行
われるように供給される請求項１０記載の液晶表示基板
検査方法。
【請求項１６】  前記第１ゲート配線用検査信号および
前記第２ゲート配線用検査信号は、実質上２４Ｈｚ以上
の周波数を有する請求項１０記載の液晶表示基板検査方
法。
【請求項１７】  前記第１ゲート配線用検査信号または
前記第２ゲート配線用検査信号によってオン／オフ状態
を切り替えられるスイッチング素子が、オン状態に切り
替えられ、前記オン状態を継続させられた上でオフ状態
に切り替えられ、その後オン状態に切り替えられるまで
の期間は、長短２種類あり、
前記長短２種類の期間の内の長い方の期間は、実質上４
１．６ｍｓ以下である請求項１０記載の液晶表示基板検
査方法。
【請求項１８】  前記第１ゲート配線用検査信号または
前記第２ゲート配線用検査信号によってオン／オフ状態
を切り替えられるスイッチング素子が、オン状態に切り
替えられ、前記オン状態を継続させられた上でオフ状態
に切り替えられ、その後オン状態に切り替えられるまで
の期間は、長短２種類あり、
前記長短２種類の期間の内の長い方の期間は、前記液晶
素子が前記オン状態の継続に基づく表示を継続する期間
と実質上等しい請求項１０記載の液晶表示基板検査方
法。
【請求項１９】  前記ゲート配線用検査信号の供給およ
び前記ソース配線用検査信号の供給は、前記液晶表示基
板における前記検査配線を含む配線の抵抗および容量を
考慮して行われる請求項１０記載の液晶表示基板検査方
法。
【請求項２０】  請求項６記載の液晶表示基板検査装置
の、前記ソース配線用スイッチ手段および前記ゲート配
線用スイッチ手段の前記接続状態のオン／オフ状態の切
替を制御するためのスイッチ制御手段の全部または一部
としてコンピュータを機能させるためのプログラム。
【請求項２１】  請求項８記載の液晶表示の制御方法
の、（１）前記ソース配線用スイッチ手段の前記接続状
態をオン状態に切り替え、（２）前記ゲート配線用スイ
ッチ手段の前記接続状態をオン状態に切り替え、（３）
前記ソース配線に対し前記ソース配線用検査配線から所
定のソース配線用検査信号の供給を行い、（４）前記ゲ
ート配線に対し前記ゲート配線用検査配線から所定のゲ
ート配線用検査信号の供給を行うステップの全部または
一部をコンピュータに実行させるためのプログラム。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示基板、情
報端末装置、液晶表示基板検査装置、液晶表示基板検査
方法、およびプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、文字や情報を表示する表示装置と
して、大きさや低消費電力の点から液晶表示装置が注目
されている。その中でも、応答が早く、動画を鮮明に表
示させるために、各画素にＴＦＴ（薄膜トランジスタ）
に代表されるスイッチング素子を接続したアクティブマ
トリクス方式の液晶表示装置が、注目されている。
【０００３】アクティブマトリクス方式の液晶表示装置
には、赤、緑、青色を表示する画素電極を、図１７に示
すようにデルタ配列に配置したものと、図１９に示すよ
うにストライプ配列に配置したものとがある。なお、図
１７は画素電極をデルタ配列とした従来の液晶表示装置
の平面図、図１９は画素電極をストライプ配列とした従
来の液晶表示装置の平面図である。
【０００４】図１７において、赤を表示させる画素電極
１ｒと緑を表示させる画素電極１ｇと青を表示させる画
素電極１ｂとはデルタ配列に配置され、これら画素電極
１（３色の画素電極１ｒ、１ｇ、１ｂがあるが、これら
の表示色の違いを無視して代表的に記す場合には、符号
１を用いることがある）の間を縫ってゲート配線２とソ
ース配線３が配置されている。ゲート配線２とソース配
線３との交点には、前述のＴＦＴに代表されるスイッチ
ング素子４（図面上最も左に配置されたものにのみ符号
を付した）が配置され、ゲート配線２に印加される電位
により、（１）ソース配線３と、（２）赤画素電極１
ｒ、緑画素電極１ｇ、青画素電極１ｂの何れかとが、電
気的に接続または遮断される。
【０００５】なお、同色の画素電極１はゲート配線２の
１配線毎に同列に配置され、ゲート配線２を介して隣接
される同色の画素電極１は１．５画素ずつずれて配置さ
れている。また、このデルタ配列では、１つのソース配
線３にはスイッチング素子４を介して１行毎に異なる２
色の画素電極１（たとえば赤画素電極１ｒと緑画素電極
１ｇ）が接続されている。もちろん、緑画素電極１ｇと
青画素電極１ｂ、青画素電極１ｂと赤画素電極１ｒにつ
いても同様である。
【０００６】６はゲート配線２に駆動電位を印加するゲ
ート駆動回路、７はソース配線３に駆動電位を印加する
ソース駆動回路、８は対向電極９に駆動電位を印加する
対向電極駆動回路であり、ゲート駆動回路６、ソース駆
動回路７、および対向電極駆動回路８は、画面の外側に
配置されている。
【０００７】図１８（ａ）、（ｂ）に示されているよう
に、画素電極１は液晶１０を挟んで対向電極９と対向
し、画素電極１と対向電極９との電位差により透過光の
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7
割合を変化させて文字や情報を表示する。なお、図１８
（ａ）はＡ－Ａ’線（図１７参照）に沿う断面図、図１
８（ｂ）はＢ－Ｂ’線（図１７参照）に沿う断面図であ
る。
【０００８】つぎに、図１９を参照しながら、画素電極
をストライプ配列に配置した従来の液晶表示装置に対
し、検査配線を利用してその完成前に中間検査として行
われる不良検出検査について説明する。
【０００９】従来、このような不良検出検査は、液晶表
示装置を歩留まり良く生産するために、ゲート駆動回路
６とソース駆動回路７と対向電極駆動回路８とを、それ
ぞれすべてのゲート配線２とソース配線３と対向電極９
とに接続して電位を印加し、白、黒、赤、緑および青の
画面を表示させることによって行われていた。
【００１０】この不良検出検査では、検査回路とゲート
配線２およびソース配線３との接続にはプローブが主に
使用されるが、液晶表示装置が小型、高精細になるとプ
ローブの作成が困難もしくは作製不可能となる。
【００１１】そこで、画素電極１がストライプ配列に配
置された液晶表示装置では、これらの不都合を解消する
ために、図１９に示すように、全てのゲート配線２に接
続されたゲート側検査配線Ｇと、赤に対応するソース配
線３のすべてに接続したソース側検査配線Ｓ１と、緑に
対応するソース配線３のすべてに接続したソース側検査
配線Ｓ２と、青に対応するソース配線３のすべてに接続
したソース側検査配線Ｓ３と、対向電極９に接続した対
向電極側検査配線Ｃとによる合計５本の検査配線を設
け、前記各検査配線と前記検査回路とを接続して検査し
た後、前記ゲート側検査配線Ｇ、およびソース側検査配
線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３との接続を切断部Ｔで切断するよう
にした簡易検査構成が採用されている。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述の
ような液晶表示装置では、スイッチング素子４を常に導
通状態で検査する必要がある。そのため、スイッチング
素子４の開閉に起因する不良、およびスイッチング素子
４の特性的不良に起因する不良を検出できないことがあ
る。なお、画素電極１がデルタ配列に配置された液晶表
示装置においては、１つのソース配線３に２色の画素電
極１が接続されているため、赤、緑、青の各色を単色で
表示できない。
【００１３】そして、何れの場合にせよ、検査完了後に
各検査配線との接続を電気的にオープンにするため、切
断という余計な作業が必要になるという課題があった。
【００１４】本発明は、上記従来のこのような課題を考
慮し、たとえば、液晶表示装置の検査完了後における、
各検査配線との接続を電気的にオープンにするための切
断が不要な液晶表示基板、情報端末装置、液晶表示基板
検査装置、液晶表示基板検査方法、およびプログラムを
提供することを目的とする。
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【００１５】
【課題を解決しようとする手段】第一の本発明（請求項
１に対応）は、複数列のソース配線と複数行のゲート配
線との交差部に対応して配置された複数の画素電極と、
前記複数の画素電極に対向する対向電極と、前記複数の
画素電極と前記対向電極との間に狭持される複数の液晶
素子と、前記ソース配線に設けられた接続状態を切り替
えるためのソース配線用スイッチ手段と、前記ソース配
線用スイッチ手段を介して前記ソース配線に接続される
ソース配線用検査配線と、前記ゲート配線に設けられた
接続状態を切り替えるためのゲート配線用スイッチ手段
と、前記ゲート配線用スイッチ手段を介して前記ゲート
配線に接続されるゲート配線用検査配線とを備え、前記
ソース配線用スイッチ手段および前記ゲート配線用スイ
ッチ手段は、液晶表示基板の検査を行うときに、外部か
らの所定の作用に基づいて、前記接続状態のオン／オフ
状態を切り替えられる液晶表示基板である。
【００１６】第二の本発明（請求項２に対応）は、前記
ソース配線用スイッチ手段は、所定の電位の印加によっ
てオン状態となる、各ソース配線ごとに設けられた複数
の検査用スイッチング素子であり、前記ゲート配線用ス
イッチ手段は、所定の電位の印加によってオン状態とな
る、各ゲート配線ごとに設けられた複数の検査用スイッ
チング素子であり、前記各ソース配線ごとに設けられた
複数の検査用スイッチング素子、および前記各ゲート配
線ごとに設けられた複数の検査用スイッチング素子に連
結された、前記所定の電位の印加を行うための検査配線
を備え、前記検査を行うときには、前記検査配線に対す
る前記所定の電位の印加が行われる第一の本発明の液晶
表示基板である。
【００１７】第三の本発明（請求項３に対応）は、前記
複数の画素電極の配置は、デルタ配列またはストライプ
配列の何れかによって行われている第二の本発明の液晶
表示基板である。
【００１８】第四の本発明（請求項４に対応）は、前記
検査を行わないときには、前記検査配線に対する、前記
各ソース配線ごとに設けられた複数の検査用スイッチン
グ素子、および前記各ゲート配線ごとに設けられた複数
の検査用スイッチング素子をオフ状態にするための電位
の印加が行われる第二の本発明の液晶表示基板である。
【００１９】第五の本発明（請求項５に対応）は、第一
から第四の何れかの本発明の液晶表示装置を用いた情報
端末装置である。
【００２０】第六の本発明（請求項６に対応）は、複数
列のソース配線と複数行のゲート配線との交差部に対応
して配置された複数の液晶素子と、前記ソース配線に設
けられた接続状態を切り替えるためのソース配線用スイ
ッチ手段と、前記ソース配線用スイッチ手段を介して前
記ソース配線に接続されるソース配線用検査配線と、前
記ゲート配線に設けられた接続状態を切り替えるための
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9
ゲート配線用スイッチ手段と、前記ゲート配線用スイッ
チ手段を介して前記ゲート配線に接続されるゲート配線
用検査配線とを備えた液晶表示基板に対する検査を行う
ための液晶表示基板検査装置であって、前記ソース配線
用スイッチ手段および前記ゲート配線用スイッチ手段の
前記接続状態のオン／オフ状態の切替を制御するための
スイッチ制御手段を備えた液晶表示基板検査装置であ
る。
【００２１】第七の本発明（請求項７に対応）は、前記
ソース配線用スイッチ手段は、所定の電位の印加によっ
てオン状態となる、各ソース配線ごとに設けられた複数
の検査用スイッチング素子であり、前記ゲート配線用ス
イッチ手段は、所定の電位の印加によってオン状態とな
る、各ゲート配線ごとに設けられた複数の検査用スイッ
チング素子であり、前記液晶表示基板は、前記各ソース
配線ごとに設けられた複数の検査用スイッチング素子、
および前記各ゲート配線ごとに設けられた複数の検査用
スイッチング素子に連結された、前記所定の電位の印加
を行うための検査配線を備え、前記スイッチ制御手段
は、前記検査を行うときに、前記検査配線に対する前記
所定の電位の印加を行うための電位印加回路である第六
の本発明の液晶表示基板検査装置である。
【００２２】第八の本発明（請求項８に対応）は、複数
列のソース配線と複数行のゲート配線との交差部に対応
して配置された複数の液晶素子と、前記ソース配線に設
けられた接続状態を切り替えるためのソース配線用スイ
ッチ手段と、前記ソース配線用スイッチ手段を介して前
記ソース配線に接続されるソース配線用検査配線と、前
記ゲート配線に設けられた接続状態を切り替えるための
ゲート配線用スイッチ手段と、前記ゲート配線用スイッ
チ手段を介して前記ゲート配線に接続されるゲート配線
用検査配線とを備えた液晶表示基板に対する検査を行う
ための液晶表示基板検査方法であって、（１）前記ソー
ス配線用スイッチ手段の前記接続状態をオン状態に切り
替え、（２）前記ゲート配線用スイッチ手段の前記接続
状態をオン状態に切り替え、（３）前記ソース配線に対
し前記ソース配線用検査配線から所定のソース配線用検
査信号の供給を行い、（４）前記ゲート配線に対し前記
ゲート配線用検査配線から所定のゲート配線用検査信号
の供給を行う液晶表示基板検査方法である。
【００２３】第九の本発明（請求項９に対応）は、前記
ソース配線用スイッチ手段は、所定の電位の印加によっ
てオン状態となる、各ソース配線ごとに設けられた複数
の検査用スイッチング素子であり、前記ゲート配線用ス
イッチ手段は、所定の電位の印加によってオン状態とな
る、各ゲート配線ごとに設けられた複数の検査用スイッ
チング素子であり、前記液晶表示基板は、前記各ソース
配線ごとに設けられた複数の検査用スイッチング素子、
および前記各ゲート配線ごとに設けられた複数の検査用
スイッチング素子に連結された、前記所定の電位の印加

10
を行うための検査配線を備え、前記検査を行うときに
は、前記検査配線に対する前記所定の電位の印加を行う
第八の本発明の液晶表示基板検査方法である。
【００２４】第十の本発明（請求項１０に対応）は、前
記ゲート配線用検査配線は、前記複数行のゲート配線の
内、（１）奇数行のゲート配線に接続される第１ゲート
配線用検査配線、および（２）偶数行のゲート配線に接
続される第２ゲート配線用検査配線であり、前記供給さ
れる所定のゲート配線用検査信号は、（１）前記奇数行
のゲート配線に対し前記第１ゲート配線用検査配線から
供給される第１ゲート配線用検査信号、および（２）前
記偶数行のゲート配線に対し前記第２ゲート配線用検査
配線から供給される第２ゲート配線用検査信号であり、
前記複数の画素電極は、前記第１ゲート配線用検査信号
または前記第２ゲート配線用検査信号によってオン／オ
フ状態を切り替えられるスイッチング素子をそれぞれ介
して、前記複数列のソース配線の内の所定のソース配線
に接続されている第九の本発明の液晶表示基板検査方法
である。
【００２５】第十一の本発明（請求項１１に対応）は、
前記スイッチング素子をオン状態とする期間は、（１）
前記スイッチング素子をオン状態とするための電位Ｖｏ
ｎを印加することにより、前記ゲート配線の電位が、前
記スイッチング素子をオフ状態とするための電位Ｖｏｆ
ｆから電位０．９×（Ｖｏｎ―Ｖｏｆｆ）＋Ｖｏｆｆと
なるまでの第１の立ち上がり期間と、（２）前記所定の
ソース配線用検査信号の供給により、前記画素電極にデ
ータを書き込むのに必要な期間と、（３）前記電位Ｖｏ
ｆｆを印加することにより、前記ゲート配線の電位が、
前記電位Ｖｏｎから電位０．９×（Ｖｏｆｆ―Ｖｏｎ）
＋Ｖｏｎとなるまでの第１の立ち下がり期間との和であ
る期間Ｓ１以上であり、（１）前記電位Ｖｏｎを印加す
ることにより、前記ゲート配線の電位が、前記電位Ｖｏ
ｆｆから前記電位Ｖｏｎとなるまでの第２の立ち上がり
期間と、（２）前記所定のソース配線用検査信号の供給
により、前記画素電極にデータを書き込むのに必要な期
間と、（３）前記電位Ｖｏｆｆを印加することにより、
前記ゲート配線の電位が、前記電位Ｖｏｎから前記電位
Ｖｏｆｆとなるまでの第２の立ち下がり期間との和であ
る期間Ｓ２未満である第十の本発明の液晶表示基板検査
方法である。
【００２６】第十二の本発明（請求項１２に対応）は、
前記第１ゲート配線用検査信号または前記第２ゲート配
線用検査信号の内の、（１）何れか一方によってオン／
オフ状態を切り替えられるスイッチング素子が、オン状
態に切り替えられ、前記オン状態を継続させられた上で
オフ状態に切り替えられ、（２）他方によってオン／オ
フ状態を切り替えられるスイッチング素子が、その後に
オン状態に切り替えられるまでの期間は、前記オン状態
を継続させられる期間の２倍以上の期間である第十の本
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発明の液晶表示基板検査方法である。
【００２７】第十三の本発明（請求項１３に対応）は、
前記複数の画素電極の配置は、赤、緑、青の各色に対応
した画素電極の、デルタ配列またはストライプ配列の何
れかによって行われており、前記第１ゲート配線用検査
信号および前記第２ゲート配線用検査信号は、前記第１
ゲート配線用検査信号によってオン／オフ状態を切り替
えられるスイッチング素子と前記第２ゲート配線用検査
信号によってオン／オフ状態を切り替えられるスイッチ
ング素子とが交互にオン状態に切り替えられるように供
給され、前記ソース配線用検査信号は、前記第１ゲート
配線用検査信号および前記第２ゲート配線用検査信号の
供給に基づいて、赤、緑、青、黒、白の内の何れかの単
色画面表示が行われるように供給される第十の本発明の
液晶表示基板検査方法である。
【００２８】第十四の本発明（請求項１４に対応）は、
前記複数の画素電極の配置は、赤、緑、青の各色に対応
した画素電極の、デルタ配列またはストライプ配列の何
れかによって行われており、（１）前記第１ゲート配線
用検査信号によってオン／オフ状態を切り替えられるス
イッチング素子を、オン状態に切り替え、前記オン状態
を所定の期間において継続させた上でオフ状態に切り替
え、前記第２ゲート配線用検査信号によってオン／オフ
状態を切り替えられるスイッチング素子を、前記所定の
期間においてオフ状態とする動作１と、（２）前記第２
ゲート配線用検査信号によってオン／オフ状態を切り替
えられるスイッチング素子を、オン状態に切り替え、前
記オン状態を前記所定の期間において継続させた上でオ
フ状態に切り替え、前記第１ゲート配線用検査信号によ
ってオン／オフ状態を切り替えられるスイッチング素子
を、前記所定の期間においてオフ状態とする動作２と、
（３）前記第１ゲート配線用検査信号によってオン／オ
フ状態を切り替えられるスイッチング素子および前記第
２ゲート配線用検査信号によってオン／オフ状態を切り
替えられるスイッチング素子をともにオフ状態とする動
作３を、動作１、動作２、動作３、動作２、動作１、動
作３の順序で繰り返し、前記ソース配線用検査信号を、
前記順序での繰り返しに基づいて、赤、緑、青、黒、白
の内の何れかの単色画面表示が行われるように供給する
第十の本発明の液晶表示基板検査方法である。
【００２９】第十五の本発明（請求項１５に対応）は、
前記ソース配線用検査信号は、黒色画面表示と白色画面
表示とが交互に行われるように供給され、前記第１ゲー
ト配線用検査信号および前記第２ゲート配線用検査信号
は、前記ソース配線用検査信号の供給に基づいて、前記
第１ゲート配線用検査信号または前記第２ゲート配線用
検査信号の内の、（１）何れか一方によってオン／オフ
状態を切り替えられるスイッチング素子がオン状態に切
り替えられているときには、他方によってオン／オフ状
態を切り替えられるスイッチング素子がオフ状態に切り
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替えられ、（２）何れか一方によってオン／オフ状態を
切り替えられるスイッチング素子がオフ状態に切り替え
られているときには、他方によってオン／オフ状態を切
り替えられるスイッチング素子がオン状態に切り替えら
れることにより、黒、白、黒、白、…、または白、黒、
白、黒、…というフリッカー画面表示が行われるように
供給される第十の本発明の液晶表示基板検査方法であ
る。
【００３０】第十六の本発明（請求項１６に対応）は、
前記第１ゲート配線用検査信号および前記第２ゲート配
線用検査信号は、実質上２４Ｈｚ以上の周波数を有する
第十の本発明の液晶表示基板検査方法である。
【００３１】第十七の本発明（請求項１７に対応）は、
前記第１ゲート配線用検査信号または前記第２ゲート配
線用検査信号によってオン／オフ状態を切り替えられる
スイッチング素子が、オン状態に切り替えられ、前記オ
ン状態を継続させられた上でオフ状態に切り替えられ、
その後オン状態に切り替えられるまでの期間は、長短２
種類あり、前記長短２種類の期間の内の長い方の期間
は、実質上４１．６ｍｓ以下である第十の本発明の液晶
表示基板検査方法である。
【００３２】第十八の本発明（請求項１８に対応）は、
前記第１ゲート配線用検査信号または前記第２ゲート配
線用検査信号によってオン／オフ状態を切り替えられる
スイッチング素子が、オン状態に切り替えられ、前記オ
ン状態を継続させられた上でオフ状態に切り替えられ、
その後オン状態に切り替えられるまでの期間は、長短２
種類あり、前記長短２種類の期間の内の長い方の期間
は、前記液晶素子が前記オン状態の継続に基づく表示を
継続する期間と実質上等しい第十の本発明の液晶表示基
板検査方法である。
【００３３】第十九の本発明（請求項１９に対応）は、
前記ゲート配線用検査信号の供給および前記ソース配線
用検査信号の供給は、前記液晶表示基板における前記検
査配線を含む配線の抵抗および容量を考慮して行われる
第十の本発明の液晶表示基板検査方法である。
【００３４】第二十の本発明（請求項２０に対応）は、
第六の本発明の液晶表示基板検査装置の、前記ソース配
線用スイッチ手段および前記ゲート配線用スイッチ手段
の前記接続状態のオン／オフ状態の切替を制御するため
のスイッチ制御手段の全部または一部としてコンピュー
タを機能させるためのプログラムである。
【００３５】第二十一の本発明（請求項２１に対応）
は、第八の本発明の液晶表示の制御方法の、（１）前記
ソース配線用スイッチ手段の前記接続状態をオン状態に
切り替え、（２）前記ゲート配線用スイッチ手段の前記
接続状態をオン状態に切り替え、（３）前記ソース配線
に対し前記ソース配線用検査配線から所定のソース配線
用検査信号の供給を行い、（４）前記ゲート配線に対し
前記ゲート配線用検査配線から所定のゲート配線用検査
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信号の供給を行うステップの全部または一部をコンピュ
ータに実行させるためのプログラムである。
【００３６】
【発明の実施の形態】以下では、本発明にかかる実施の
形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００３７】はじめに、本実施の形態における、画素電
極１がストライプ配列に配置された液晶表示装置の平面
図である図１を参照しながら、本実施の形態の液晶表示
装置の構成について説明する。なお、図１７～１９に示
した従来の場合と同じ構成要素には、同一番号を付与し
た。
【００３８】本実施の形態における液晶表示装置の主た
る特徴は、つぎの通りである。
【００３９】（１）ゲート配線２（なお、図面上最上に
ある、画素電極に接続されていないゲート配線は、いわ
ゆるダミー配線である）に係わる検査配線を、第１ゲー
ト側検査配線Ｇ１、第２ゲート側検査配線の２本とし、
（２）対向電極側検査配線Ｃと対向電極９とを接続し、
（３）ソース側検査配線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３とソース配線
３とを、検査用スイッチング素子５を介して接続し、
（４ａ）前記第１ゲート側検査配線Ｇ１と前記奇数行の
ゲート配線２、（４ｂ）前記第２ゲート側検査配線Ｇ２
と前記偶数行のゲート配線２を、検査用スイッチング素
子５を介して接続し、（５）前記検査用スイッチング素
子５に電位を与える検査配線Ｇ０を備える。なお、ゲー
ト駆動回路６やソース駆動回路７は、後述のような生産
工程における中間的な検査を行う際には、まだ実装され
ていない。
【００４０】ここで、従来の液晶表示装置（図１９参
照）には見られない特徴である上述の（３）、（４
ａ）、（４ｂ）に関して、より具体的に説明する。
【００４１】ソース側検査配線Ｓ１、ソース側検査配線
Ｓ２、ソース側検査配線Ｓ３、第１ゲート側検査配線Ｇ
１、第２ゲート側検査配線Ｇ２、および対向電極側検査
配線Ｃの計６本の検査配線が、液晶表示装置の表示範囲
の外部に引き出され、画素電極１が形成されたガラス基
板の上に形成されている。
【００４２】第１ゲート側検査配線Ｇ１は、ゲート配線
２に沿って配列された第１行目、第３行目、第５行目…
のように奇数行のすべてのゲート配線２に接続されてい
る。また、第２ゲート側検査配線Ｇ２は、ゲート配線２
に沿って配列された第２行目、第４行目、第６行目…の
ように偶数行のすべてのゲート配線２に接続されてい
る。なお、これらの接続は、検査用スイッチング素子５
を介して行われている。
【００４３】ソース側検査配線Ｓ１は、ソース配線３の
うちの赤画素電極１ｒがスイッチング素子４を介して接
続されているソース配線３のすべてに接続されている。
また、ソース側検査配線Ｓ２は、ソース配線３のうちの
緑画素電極１ｇがスイッチング素子４を介して接続され
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ているソース配線３のすべてに接続されている。また、
ソース側検査配線Ｓ３は、ソース配線３のうちの青画素
電極１ｂがスイッチング素子４を介して接続されている
ソース配線３のすべてに接続されている。なお、これら
の接続は、検査用スイッチング素子５を介して行われて
いる。
【００４４】対向電極側検査配線Ｃは、対向電極９に接
続されている。
【００４５】なお、この液晶表示装置における画素電極
１と対向電極９との間に狭持された各色の液晶素子（図
示省略）は、画素電極１と対向電極９との間の電位差が
小さい時に赤、緑、青を表示し、電位差が大きいときに
黒を表示するものである。また、スイッチング素子４が
遮断されてからつぎに導電されるまでの間は、画素電極
１と対向電極９との電位差は、維持される。
【００４６】なお、本実施の形態の液晶表示装置は、本
発明の液晶表示基板を含む手段に対応する。
【００４７】つぎに、本実施の形態における検査装置の
構成図である図１６を参照しながら、検査装置の構成に
ついて説明する。
【００４８】本実施の形態の検査装置は、後述の画面表
示を選択するための選択スイッチ１３、および液晶表示
装置に入力すべき信号１４を発生するための信号発生手
段１２を備えている。ここに、検査用の駆動電位は、信
号１４によって、検査配線がガラス基板の上に形成され
た液晶表示装置の検査配線Ｇ０、Ｇ１、Ｇ２、Ｓ１、Ｓ
２、Ｓ３、Ｃに対して印加される。
【００４９】なお、信号発生手段１２は、本発明のスイ
ッチ制御手段を含む手段に対応する。
【００５０】つぎに、図２～８を参照しながら、（１）
白画面、（２）黒画面、（３）赤画面、（４）緑画面、
（５）青画面、（６）ゲート１ライン毎に黒、白、黒、
白、…というフリッカー画面、（７）ゲート１ライン毎
に白、黒、白、黒、…というフリッカー画面を、それぞ
れ表示させるような検査を行う場合における、検査装置
の動作について説明する。なお、本実施の形態の検査装
置の動作について説明しながら、本発明の液晶表示基板
検査方法の一実施の形態についても説明する。
【００５１】なお、図２は本実施の形態における白表示
を行う場合の検査のための駆動電位を示す波形図であ
り、図３は本実施の形態における黒表示を行う場合の検
査のための駆動電位を示す波形図であり、図４は本実施
の形態における赤表示を行う場合の検査のための駆動電
位を示す波形図であり、図５は本実施の形態における緑
表示を行う場合の検査のための駆動電位を示す波形図で
あり、図６は本実施の形態における青表示を行う場合の
検査のための駆動電位を示す波形図である。また、図７
は本実施の形態における黒、白、黒、白、…というフリ
ッカー画面表示を行う場合の検査のための駆動電位を示
す波形図であり、図８は本実施の形態における白、黒、
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白、黒、…というフリッカー画面表示を行う場合の検査
のための駆動電位を示す波形図である。
【００５２】図２～８において、検査配線Ｇ０、第１ゲ
ート側検査配線Ｇ１、第２ゲート側検査配線Ｇ２、ソー
ス側検査配線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、対向電極側検査配線Ｃ
に印加される駆動電位を、それぞれＶｇ０、Ｖｇ１、Ｖ
ｇ２、Ｖｓ１、Ｖｓ２、Ｖｓ３、Ｖｃとしている。
【００５３】Ｖｇ０において、各検査用スイッチング素
子５を電気的に導通させるに十分な駆動電位をＶｏｎ＋
α電位としている。また、Ｖｇ１、Ｖｇ２において、各
スイッチング素子４を電気的に開閉させるに十分な駆動
電位を、それぞれＶｏｎ電位、Ｖｏｆｆ電位としてい
る。また、Ｖｓ１、Ｖｓ２、Ｖｓ３における、方形波の
センター電位をＶｓｃ電位、上下のピーク電位をそれぞ
れＶｓｃ＋β、Ｖｓｃ－βＶｃ電位としている。また、
Ｖｃにおける方形波のセンター電位をＶｃｃ電位、上下
のピーク電位をそれぞれＶｃｃ＋γ、Ｖｃｃ－γ電位と
している。なお、Ｖｓｃ電位とＶｃｃ電位の間には、Ｖ
ｓｃ－（フィードスルー電位差）＝Ｖｃｃという関係式
が成り立つ。ここに、フィードスルー電位差とは、ゲー
トパルスがオンの時に液晶容量および蓄積容量に充電さ
れた電荷が、スイッチング素子４のソースとゲートとの
間の寄生容量の影響でゲートパルスがオフになった瞬間
に、それぞれの容量に再分配されることにより発生する
電位差をいう。
【００５４】（ａ１）第１ゲート側検査配線Ｇ１に、Ｖ
ｏｆｆ電位からＶｏｎ電位が一度印加されたのちＶｏｆ
ｆ電位が印加され、（ａ２）第２ゲート側検査配線Ｇ２
に、Ｖｏｆｆ電位が印加されている状態を、動作１とす
る。また、（ｂ１）第２ゲート側検査配線Ｇ２に、Ｖｏ
ｆｆ電位からＶｏｎ電位が一度印加されたのちＶｏｆｆ
電位が印加され、（ｂ２）第１ゲート側検査配線Ｇ１
に、Ｖｏｆｆ電位が印加されている状態を、動作２とす
る。また、（ｃ３）第１ゲート側検査配線Ｇ１と第２ゲ
ート側検査配線Ｇ２のいずれにも、Ｖｏｆｆ電位が印加
されている状態を、動作３とする。なお、動作１および
動作２の周期をτａ、駆動電位Ｖｇ１および駆動電位Ｖ
ｇ２がＶｏｎである期間をτｂとする。
【００５５】つぎに、図９～１５を参照しながら、図２
～８に示した検査のための駆動電位を印加した場合の、
（１）第１ゲート側検査配線Ｇ１に接続された奇数行の
赤画素電極１ｒ、緑画素電極１ｇ、青画素電極１ｂのそ
れぞれの液晶電位Ｖ１ｒ、Ｖ１ｇ、Ｖ１ｂの波形と、
（２）第２ゲート側検査配線Ｇ２に接続された偶数行の
赤画素電極１ｒ、緑画素電極１ｇ、青画素電極１ｂのそ
れぞれの液晶電位Ｖ１ｒ、Ｖ１ｇ、Ｖ１ｂの波形とに着
目し、各画素電極ごとの表示色と画面全体としての表示
色の関係について説明する。
【００５６】なお、図９は本実施の形態における検査の
ための白表示を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波
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形図であり、図１０は本実施の形態における検査のため
の黒表示を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図
であり、図１１は本実施の形態における検査のための赤
表示を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図であ
り、図１２は本実施の形態における検査のための緑表示
を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図であり、
図１３は本実施の形態における検査のための青表示を行
う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図である。ま
た、図１４は本実施の形態における検査のための黒、
白、黒、白、…というフリッカー画面表示を行う場合の
画素ごとの液晶電位を示す波形図であり、図１５は本実
施の形態における検査のための白、黒、白、黒、…とい
うフリッカー画面表示を行う場合の画素ごとの液晶電位
を示す波形図である。
【００５７】図９～１５に示されているように、ゲート
配線２に接続される検査配線を第１ゲート側検査配線Ｇ
１、第２ゲート側検査配線Ｇ２の２本とし、第１ゲート
側検査配線Ｇ１と第２ゲート側検査配線Ｇ２とに印加す
るＶｏｎ電位を、所定のタイミングで切り替えて印加す
ることにより、（１）白画面、（２）黒画面、（３）赤
画面、（４）緑画面、（５）青画面、（６）ゲート１ラ
イン毎に黒、白、黒、白、…というフリッカー画面、
（７）ゲート１ライン毎に白、黒、白、黒、…というフ
リッカー画面の表示が可能となる。
【００５８】かくして、（Ａ）スイッチング素子の開閉
に起因する不良、（Ｂ）スイッチング素子の特性的不良
に起因する不良、（Ｃ）画素電位の保持特性のバラツキ
による不良、（Ｄ）各画素構成および前記各配線等のパ
ターンに起因する不良の検査検出力を向上させた液晶表
示装置の検査方法を実現することができる。また、液晶
表示装置完成前の検査にて、簡易的にフリッカーレベル
を評価判断することもできる。
【００５９】なお、奇数行、偶数行のゲート配線２を、
第１ゲート側検査配線Ｇ１、第２ゲート側検査配線Ｇ２
にそれぞれ区別して接続する構成とし、ソース配線３よ
り各画素電極１へデータ信号を書き込む時の画素電極１
と対向電極９との間の電位状態を考慮した第１ゲート側
検査配線Ｇ１、第２ゲート側検査配線Ｇ２に印加するＶ
ｏｎ電位のタイミングにより、第１ゲート側検査配線Ｇ
１に接続されたゲート配線２のラインの画素群と第２ゲ
ート側検査配線Ｇ２に接続されたゲート配線２のライン
画素群との輝度差（すなわちゲート奇数行の画素電位と
ゲート偶数行の画素電位におけるフィードスルー電位
差）を解消するのに役立てることができる。これにより
フリッカー（すなわち画面のぱたつき）を抑えられるの
であり、より具体的には、垂直周期（フィールド周期、
すなわちある画素にデータが書き込まれてから次に書き
込まれるまでの期間に対応する期間）を実質上２４Ｈｚ
以上とすることにより、フリッカーのない画面表示を可
能とする。なお、上述した本実施の形態では、たとえば
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図２に示されているように、長周期Ｔ

long
および短周期

Ｔ
short

の長短２種類の垂直周期が存在するが、長周期
Ｔ

long
が２４Ｈｚ以上の周期となっている。

【００６０】また、ゲート配線２に接続される第１ゲー
ト側検査配線Ｇ１と第２ゲート側検査配線Ｇ２の両方に
Ｖｏｆｆ電位が印加される期間（すなわち動作３の期
間）を、液晶表示装置に液晶駆動回路を形成したときの
実際の駆動における画素電極１と対向電極９との間の電
位差を維持する期間と等しくする。この場合、本実施の
形態の検査方法では、上記のように長短２種類の垂直周
期が存在するため、長い方のＶｏｆｆ電位の期間を、液
晶表示装置に液晶駆動回路を形成したときの実際の駆動
における画素電極１と対向電極９との間の電位差を維持
する期間と等しくする。その理由は、本実施の形態の検
査方法による検査は液晶表示装置製造過程における中間
検査であるため、画素電位の保持特性に起因する不良の
過剰検査を避けるためである。これにより画素電位の保
持特性ばらつきによる点欠陥が認識可能となる。なお、
保持特性は、スイッチング素子のオフ電流、画素容量お
よび液晶抵抗を通じてのリーク電流などに依存する。
【００６１】また、スイッチング素子４を第１ゲート側
検査配線Ｇ１または第２ゲート側検査配線Ｇ２への印加
電位によりオンとする期間τｂは、液晶表示装置内にお
けるゲート配線２の電位がＶｏｆｆ電位の状態から、第
１ゲート側検査配線Ｇ１または第２ゲート側検査配線Ｇ
２に、Ｖｏｎ電位を印加して、ゲート配線２の電位が
０．９×（Ｖｏｎ－Ｖｏｆｆ）＋Ｖｏｆｆとなる時の立
ち上がり期間とすることが望ましい。さらに、期間τｂ
は、（１）スイッチング素子４を通して画素電極１にソ
ース配線３からのデータ信号を書き込むのに必要な期間
と、（２）液晶表示装置内のゲート配線２の電位が、Ｖ
ｏｎ電位の状態から、第１ゲート側検査配線Ｇ１または
第２ゲート側検査配線Ｇ２に、Ｖｏｆｆ電位を印加して
ゲート配線２の電位が０．９×（Ｖｏｆｆ－Ｖｏｎ）＋
Ｖｏｎとなる時の立ち下がり期間とを加算した期間以上
とすることが望ましい。また、期間τｂは、（１）液晶
表示装置内のゲート配線２の電位が、Ｖｏｆｆ電位の状
態から、第１ゲート側検査配線Ｇ１、第２ゲート側検査
配線Ｇ２に、Ｖｏｎ電位を印加して、ゲート配線２の電
位がＶｏｎ電位となるときの立ち上がり期間と、上記ス
イッチング素子４を通して画素電極１にソース配線３か
らのデータ信号を書き込むのに必要な期間と、液晶表示
装置内のゲート配線２の電位がＶｏｎ電位の状態から第
１ゲート側検査配線Ｇ１または第２ゲート側検査配線Ｇ
２にＶｏｆｆ電位を印加してゲート配線２の電位がＶｏ
ｆｆとなるときの立ち下がり期間とを加算した期間未満
とすることが望ましい。
【００６２】なぜならば、ゲート配線２に印加される駆
動電位Ｖｇ１および駆動電位Ｖｇ２は、第１ゲート側検
査配線Ｇ１および第２ゲート側検査配線Ｇ２とゲート配
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線２が持っている抵抗および容量により遅延を生じる。
スイッチング素子４をオンとする時間が長過ぎると、Ｖ
ｏｎ電位からＶｏｆｆ電位へ変化させる波形に遅延が生
じることにより、スイッチング素子４を所定のタイミン
グで遮断できなくなり、スイッチング素子４に起因する
不良が検出できない恐れがある。上述のようにすること
により、スイッチング素子４のスイッチング特性のバラ
ツキによる点欠陥の、特に輝点に対して、液晶駆動回路
形成時における駆動画面との相関性（つまり輝点の視認
性）が一致することになる。
【００６３】また、動作１および動作２の動作期間にあ
たる期間τａは、Ｖｏｎ電位を印加する期間τｂの２倍
以上にすることが望ましい。なぜならば、前述のように
ゲート配線２に印加される駆動電位Ｖｇ１および駆動電
位Ｖｇ２は、第１ゲート側検査配線Ｇ１、第２ゲート側
検査配線Ｇ２およびゲート配線２が持つ抵抗および容量
により遅延を生じる。そのため、スイッチング素子４の
ゲート電位をオフとし切らない間にソース配線３の駆動
電位Ｖｓ１～Ｖｓ３の切り替わり、その時の電位が画素
に書き込まれる恐れがあるからである。
【００６４】また、第１ゲート側検査配線Ｇ１と第２ゲ
ート側検査配線Ｇ２のように２本設けた場合、第１ゲー
ト側検査配線Ｇ１に接続される奇数行のゲート配線２の
駆動電位Ｖｇ１の振幅と、第２ゲート側検査配線Ｇ２に
接続される偶数行のゲート配線２に印加される駆動電位
Ｖｇ２の振幅とを同一にし、ゲート配線２に接続された
同色の各画素の画素電極１における液晶電圧を、奇数行
と偶数行とに係わらず、同一にすることが望ましい。そ
こで、各ゲート配線２は、第１ゲート側検査配線Ｇ１ま
たは第２ゲート側検査配線Ｇ２のどちらかに接続すると
ともに、他方の第２ゲート側検査配線Ｇ２または第１ゲ
ート側検査配線Ｇ１とは、配線パターン上で交差する構
造とし、２本の第１ゲート側検査配線Ｇ１と第２ゲート
側検査配線Ｇ２に生じる抵抗、容量を同一にさせるよう
にしている。
【００６５】なお、検査完了後、液晶駆動回路を形成
し、液晶表示装置を動作させて画像を表示する際には、
検査配線Ｇ０には検査用スイッチング素子５が電気的に
導通しない電位を印加し、（１）前記ソース側検査配線
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３と前記ソース配線３、（２）前記第１
ゲート側検査配線Ｇ１と前記奇数行のゲート配線２、
（３）前記第２ゲート側検査配線Ｇ２と前記偶数行のゲ
ート配線２との、液晶駆動回路形成時での液晶表示装置
の通常動作に必要でない電気接続を、遮断することはも
ちろんである。これにより、従来レーザー光を照射して
配線パターンの一部を溶断、または割断等によって前記
電気接続を遮断するという作業をなくすことができ、生
産性を向上させることができる。
【００６６】また、前記各検査配線とソース配線３、ゲ
ート配線２、対向電極９の間のパターン短絡による電荷
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分散効果により、静電気によるスイッチング素子４の破
壊、およびスイッチング特性不良の防止効果が期待でき
る。
【００６７】以上で、本実施の形態について説明した。
【００６８】なお、上述した本実施の形態では、画素電
極１がストライプ配列に配置された液晶表示装置を例に
挙げて説明したが、本発明は、画素電極１をデルタ配列
に配置した液晶表示装置に対しても有効である。すなわ
ち、画素電極１をデルタ配列に配置した液晶表示装置
は、前記対向電極側検査配線Ｃと前記対向電極９を接続
し、前記ソース側検査配線Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３と前記ソー
ス配線３、前記第１ゲート側検査配線Ｇ１と前記奇数行
のゲート配線２、前記第２ゲート側検査配線Ｇ２と前記
偶数行のゲート配線２とを検査用スイッチング素子５を
介して接続し、前記検査用スイッチング素子５のゲート
に電位を与える検査配線Ｇ０を備えた構成とする。そし
て、前記検査配線Ｇ０には検査用スイッチング素子５が
電気的に導通させる電位を印加した状態にて、前記第１
ゲート側検査配線Ｇ１と前記第２ゲート側検査配線Ｇ２
に印加するＶｏｎ電位を、前述した本実施の形態に説明
したようなタイミングにて印加し、ソース側検査配線Ｓ
１、Ｓ２、Ｓ３に白、黒、赤、緑、青を表示させるよう
なデータ信号の電位を印加して、画像検査する（もちろ
ん、データ信号の電位の印加は、デルタ配列に対応した
ものである必要がある）。かくして、スイッチング素子
４の開閉に起因する不良、スイッチング素子４の特性的
不良に起因する不良、画素電位の保持特性のばらつきに
よる不良、各画素構成および前記各配線等のパターンに
起因する不良の検査検出力を向上させた液晶表示装置の
検査方法を簡易的に実現する。また、ゲート１ライン毎
に黒、白、黒、白、…、または白、黒、白、黒、…とい
うフリッカー画面の表示を可能とし、液晶表示装置完成
前の検査にて、簡易的にフリッカーレベルを評価判断す
ることも可能とする。そして、検査完了後の各検査配線
との接続を電気的にオープンにする作業をなくし、生産
性を向上させることができる。
【００６９】このように、本発明は、たとえば、各列に
赤、緑、青の各画素の画素電極がスイッチング素子を介
してソース配線に接続され、前記スイッチング素子のゲ
ートに電位を与える各ゲート配線郡の奇数行の画素の色
と偶数行の画素の色との組み合わせが同一な前記ソース
配線のすべてに接続したソース側検査配線を前記画素郡
の３列ごとに接続された３本の配線で構成するととも
に、奇数行の前記各ゲート配線に接続した第１ゲート側
検査配線と、偶数行の前記各ゲート配線に接続した第２
ゲート側検査配線と、前記各画素電極のすべてが液晶と
挟んで対向するように設けられた対向電極に接続した対
向電極側検査配線とを備え、前記ソース側検査配線  と
  前記ソース配線との接続、前記第１ゲート側検査配線
と前記奇数行のゲート配線との接続、前記第２ゲート側
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検査配線と前記偶数行のゲート配線との接続、前記対向
電極側検査配線と前記対向電極との接続のうちいずれか
の、前記ソース側検査配線と前記ソース配線、前記第１
ゲート側検査配線と前記奇数行のゲート配線、前記第２
ゲート側検査配線と前記偶数行のゲート配線、前記対向
電極側検査配線と前記対向電極を検査用スイッチング素
子を介して接続する構成とし、前記検査用スイッチング
素子のゲートに電位を与える検査用ゲート配線を備えた
ことを特徴とする液晶表示装置である。これにおいて、
液晶表示装置の完了前の検査にて簡易的に検査すること
ができるという作用を有する。また、液晶表示装置の完
了前の検査完了後に、第１ゲート側検査配線および第２
ゲート側検査配線と各ゲート配線との電気接続、各ソー
ス側検査配線と各ソース配線との電気接続、対向電極側
配線と対向電極との電気接続のうちで、スイッチング素
子を介して接続した構成とした部分につき、液晶駆動回
路形成時での液晶表示装置を動作させて画像を表示する
うえで、検査用ゲート配線に検査用スイッチング素子が
電気的に導通しない電位を印加させることにより、液晶
駆動回路形成時での液晶表示装置の通常動作に必要でな
い電気接続を遮断することができ、これにより各検査配
線との接続を電気的にオープンにする作業をなくし、生
産性を向上させることができるという作用を有し、かつ
ソース、ゲート配線が各検査配線とパターン的に短絡し
ていることにより、静電気によるスイッチング素子の破
壊、スイッチング特性不良防止の作用も有する。
【００７０】また、本発明は、たとえば、スイッチング
素子のゲートに電位を与える各ゲート配線郡の奇数行の
画素の色と偶数行の画素の色との組み合わせが同一なソ
ース配線のすべてに、検査用スイッチング素子を介して
接続したソース側検査配線を前記画素郡の３列ごとに接
続された３本の配線で構成するとともに、奇数行の前記
各ゲート配線に接続した第１ゲート側検査配線と、偶数
行の前記各ゲート配線に接続した第２ゲート側検査配線
と、前記各画素電極のすべてが液晶と挟んで対向するよ
うに設けられた対向電極に接続した対向電極側検査配線
とを備え、前記ソース側検査配線および前記第１ゲート
側検査配線および前記第２ゲート側検査配線それぞれに
設けられた前記検査用スイッチング素子のゲートに電位
を与える検査用ゲート配線を備えたことを特徴とする前
述の液晶表示装置である。これにおいて、液晶表示装置
の完了前の検査にて簡易的に検査することができるとい
う作用を有する。また、液晶表示装置の完了前の検査完
了後に、第１ゲート側検査配線および第２ゲート側検査
配線と各ゲート配線との電気接続を、液晶駆動回路形成
時での液晶表示装置を動作させて画像を表示するうえ
で、検査用ゲート配線に検査用スイッチング素子が電気
的に導通しない電位を印加させることにより、液晶駆動
回路形成時での液晶表示装置の通常動作に必要でない電
気接続を遮断することができ、これにより各検査配線と
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の接続を電気的にオープンにする作業をなくし、生産性
を向上させることができるという作用を有し、かつソー
ス、ゲート配線が各検査配線とパターン的に短絡してい
ることにより、静電気によるスイッチング素子の破壊、
スイッチング特性不良防止の作用も有する。
【００７１】また、本発明は、たとえば、スイッチング
素子のゲートに電位を与える各ゲート配線郡の奇数行の
画素の色と偶数行の画素の色との組み合わせが同一なソ
ース配線のすべてに接続したソース側検査配線を前記画
素郡の３列ごとに接続された３本の配線で構成するとと
もに、奇数行の前記各ゲート配線に検査用スイッチング
素子を介して接続した第１ゲート側検査配線と、偶数行
の前記各ゲート配線に検査用スイッチング素子を介して
接続した第２ゲート側検査配線と、前記各画素電極のす
べてが液晶と挟んで対向するように設けられた対向電極
に接続した対向電極側検査配線とを備え、前記ソース側
検査配線に設けられた前記検査用スイッチング素子のゲ
ートに電位を与える検査用ゲート配線を備えたことを特
徴とする前述の液晶表示装置である。これにおいて、液
晶表示装置の完了前の検査にて簡易的に検査することが
できるという作用を有する。また、液晶表示装置の完了
前の検査完了後に、各ソース側検査配線と各ソース配線
との電気接続を、液晶駆動回路形成時での液晶表示装置
を動作させて画像を表示するうえで、検査用ゲート配線
に検査用スイッチング素子が電気的に導通しない電位を
印加させることにより、液晶駆動回路形成時での液晶表
示装置の通常動作に必要でない電気接続を遮断すること
ができ、これにより各検査配線との接続を電気的にオー
プンにする作業をなくし、生産性を向上させることがで
きるという作用を有し、かつソース、ゲート配線が各検
査配線とパターン的に短絡していることにより、静電気
によるスイッチング素子の破壊、スイッチング特性不良
防止の作用も有する。
【００７２】また、本発明は、たとえば、前記スイッチ
ング素子のゲートに電位を与える各ゲート配線の列にお
ける奇数行の画素の色と偶数行の画素の色との組み合わ
せが同一な前記ソース配線のすべてに接続したソース側
検査配線を前記組み合わせごとに設けるとともに、奇数
行の前記各ゲート配線に検査用スイッチング素子を介し
て接続した第１ゲート側検査配線と、偶数行の前記各ゲ
ート配線に検査用スイッチング素子を介して接続した第
２ゲート側検査配線と、前記各画素電極のすべてが液晶
と挟んで対向するように設けられた対向電極に接続した
対向電極側検査配線とを備え、前記第１ゲート側検査配
線および前記第２ゲート側検査配線それぞれに設けられ
た前記検査用スイッチング素子のゲートに電位を与える
検査用ゲート配線を備えたことを特徴とする前述の液晶
表示装置である。これにおいて、液晶表示装置の完了前
の検査にて簡易的に検査することができるという作用を
有する。また、液晶表示装置の完了前の検査完了後に、
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第１ゲート側検査配線および第２ゲート側検査配線と各
ゲート配線との電気接続、各ソース側検査配線と各ソー
ス配線との電気接続を、液晶駆動回路形成時での液晶表
示装置を動作させて画像を表示するうえで、検査用ゲー
ト配線に検査用スイッチング素子が電気的に導通しない
電位を印加させることにより、液晶駆動回路形成時での
液晶表示装置の通常動作に必要でない電気接続を遮断す
ることができ、これにより各検査配線との接続を電気的
にオープンにする作業をなくし、生産性を向上させるこ
とができるという作用を有し、かつソース、ゲート配線
が各検査配線とパターン的に短絡していることにより、
静電気によるスイッチング素子の破壊、スイッチング特
性不良防止の作用も有する。
【００７３】また、本発明は、たとえば、画素配列がデ
ルタ配列とストライプ配列とのいずれかである液晶表示
装置であることを特徴とする前述の液晶表示装置であ
る。これにおいて、画素配列がデルタ配列であるかスト
ライプ配列であるかに関係なく、液晶表示装置の完了前
の検査にて簡易的に検査することができるという作用を
有する。
【００７４】また、本発明は、たとえば、検査用ゲート
配線には検査用スイッチング素子が電気的に導通させる
電位を印加した状態にて、第１ゲート側検査配線および
第２ゲート側検査配線に印加する駆動電位により、奇数
行の画素と偶数行の画素とを分離して駆動させることを
特徴とする前述の液晶表示装置の検査方法である。これ
において、画素配列がデルタ配列であるかストライプ配
列であるかに関係なく、液晶表示装置の完了前の検査に
て簡易的に検査することができるという作用を有する。
【００７５】また、本発明は、たとえば、第１ゲート側
検査配線または第２ゲート側検査配線への印加電位によ
りスイッチング素子をオン状態とする所定の期間とし
て、前記スイッチング素子をオフとする電位をＶｏｆ
ｆ、前記スイッチング素子をオンとする電位をＶｏｎと
したとき、液晶表示装置内のゲート配線の電位がＶｏｆ
ｆ電位の状態からＶｏｎ電位を印加して０．９×（Ｖｏ
ｎ―Ｖｏｆｆ）＋Ｖｏｆｆとなる立ち上がり期間と、前
記スイッチング素子を介して画素電極にソース配線から
データ信号を書き込むのに要する期間と、前記ゲート配
線の電位がＶｏｎの状態からＶｏｆｆ電位を印加して
０．９×（Ｖｏｆｆ―Ｖｏｎ）＋Ｖｏｎとなる立ち下が
り期間とを加算した期間以上であり、かつ液晶表示装置
内のゲート配線の電位がＶｏｆｆの状態からＶｏｎ電位
を印加してＶｏｎとなる立ち上がり期間と、前記スイッ
チング素子を介して画素電極にソース配線からデータを
書き込むのに要する期間と、液晶表示装置内のゲート配
線の電位がＶｏｎの状態からｏｆｆ電位を印加してＶｏ
ｆｆとなる立ち下がり期間とを加算した期間未満とする
ようにした前述の液晶表示装置の検査方法である。これ
において、画素配列がデルタ配列であるかストライプ配
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列であるかに関係なく、液晶表示装置の完了前の検査に
て、スイッチング素子の開閉に起因する不良、スイッチ
ング素子の特性的不良に起因する不良の検査検出力を向
上させ、液晶表示装置完成前の検査で液晶駆動回路形成
時の駆動画面と比較して液晶表示装置の不良視認の相関
性、一致性を高めるという作用を有する。
【００７６】また、本発明は、たとえば、第１ゲート側
検査配線および第２ゲート側検査配線の一方に対応した
スイッチング素子がオン状態に切り替えられてから、こ
のオン状態を所定期間続けたうえでオフ状態に切り替え
られ、その後に、第１ゲート側検査配線および第２ゲー
ト側検査配線の他方に対応したスイッチング素子がオン
状態に切り替えられるまでの期間を、前記スイッチング
素子が続けるオン状態の期間の２倍以上の期間とするこ
とを特徴とする前述の液晶表示装置の検査方法である。
これにおいて、液晶表示装置完成前の検査でソース配線
からのデータ信号をスイッチング素子を通して画素電極
に書き込む時、前記スイッチング素子のゲートしきい値
に対してマージンを保たせて、ソース配線からのデータ
信号を前記画素電極に書き込む動作を適切かつ確実に行
うという作用を有する。
【００７７】また、本発明は、たとえば、第１ゲート側
検査配線および第２ゲート側検査配線にはスイッチング
素子を電気的に導通させる電位を交互に印加させ、ソー
ス側検査配線には、前記スイッチング素子が電気的に導
通になるタイミングに合わせてデータ信号、および対向
電極側検査配線には対向電極電位を印加して、白、黒、
赤、緑、および青色のカラー単色画面を表示させて検査
を行うことを特徴とする前述の液晶表示装置の検査方法
である。これにおいて、画素配列がデルタ配列であるか
ストライプ配列であるかに関係なく、液晶表示装置の完
了前の検査にて、白、黒、赤、緑、青のカラー単色画面
を表示させて、簡易的に液晶表示装置の検査ができると
いう作用を有する。
【００７８】また、本発明は、たとえば、第１ゲート側
検査配線への印加電位によりスイッチング素子をオフ状
態から所定の期間オン状態としたのちオフ状態とし、そ
の所定の期間中は前記第２ゲート側検査配線への印加電
位により前記スイッチング素子をオフ状態とする動作を
動作１とし、第２ゲート側検査配線への印加電位により
スイッチング素子をオフ状態から所定の期間オン状態と
したのちオフ状態とし、その所定の期間中は前記第１ゲ
ート側検査配線への印加電位により前記スイッチング素
子をオフ状態とする動作を動作２とし、第１ゲート側検
査配線と第２ゲート側検査配線への印加電位により前記
スイッチング素子ををいずれもオフ状態とする動作を動
作３としたとき、動作１、動作２、動作３、動作２、動
作１、動作３の順序の一連の動作を繰り返し行い、ソー
ス側検査配線には、前記スイッチング素子が電気的に導
通になるタイミングに合わせてデータ信号、および対向
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電極側検査配線には対向電極電位を印加して、白、黒、
赤、緑、および青色のカラー単色画面を表示させて検査
を行うことを特徴とする前述の液晶表示装置の検査方法
である。これにおいて、画素配列がデルタ配列であるか
ストライプ配列であるかに関係なく、液晶表示装置の完
了前の検査にて、白、黒、赤、緑、青のカラー単色画面
を表示させて、簡易的に液晶表示装置の検査ができると
いう作用を有し、かつスイッチング素子の開閉に起因す
る不良、スイッチング素子の特性的不良に起因する不
良、各画素構成および前記各配線等のパターンに起因す
る不良の検査検出力を向上させ、液晶表示装置完成前の
検査で液晶駆動回路形成時の駆動画面と比較して液晶表
示装置の不良視認の相関性、一致性を高めるという作用
を有する。
【００７９】また、本発明は、たとえば、各ソース側検
査配線に、画素に赤、緑、青を表示させる第１のデータ
信号と、画素に黒を表示させる第２のデータ信号とを選
択的に印加し、第１ゲート側検査配線および第２ゲート
側検査配線への印加電位によって、ソース側検査配線に
第１のデータ信号と第２のデータ信号との一方が印加さ
れているときに、奇数行と偶数行との一方のスイッチン
グ素子をオン状態とするともに他方のスイッチング素子
をオフ状態としてその状態を所定時間だけ維持させ、か
つソース側検査配線に第１のデータ信号と第２のデータ
信号との他方が印加されているときに、奇数行と偶数行
との他方のスイッチング素子をオン状態にするととも
に、前記一方のスイッチング素子をオフ状態としてその
状態を所定時間だけ維持させて、ゲート１ライン毎に
黒、白、黒、白、…、または白、黒、白、黒、…という
フリッカー画面を表示させて検査を行うことを特徴とす
る前述の液晶表示吾装置の検査方法である。これにおい
て、画素配列がデルタ配列であるかストライプ配列であ
るかに関係なく、液晶表示装置の完了前の検査にて、ゲ
ート１ライン毎に黒、白、黒、白、…または、白、黒、
白、黒、…というフリッカー画面の表示を可能とし、液
晶表示装置完成前の検査にて、簡易的にフリッカーレベ
ルを評価判断することができるという作用を有する。
【００８０】また、本発明は、たとえば、第１ゲート側
検査配線および第２ゲート側検査配線にスイッチング素
子が導通する電位を交互に印加する周波数を２４Ｈｚ以
上にして検査する前述の検査方法である。これにおい
て、液晶表示装置の完了前の検査にて、画素電位の保持
特性のバラツキによる不良の検査検出力を向上させ、液
晶表示装置完成前の検査で液晶駆動回路形成時の駆動画
面と比較して液晶表示装置の不良視認の相関性、一致性
を高めるという作用を有する。
【００８１】また、本発明は、たとえば、第１ゲート側
検査配線と第２ゲート側検査配線とへの印加電位により
スイッチング素子をオフ状態からオン状態に切り替えた
状態から、オフ状態に切り替え、その後に時間をおいて
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再びオン状態に切り替えるまでの期間を長短２種類存在
させ、そのうちの長いほうの期間を、４１．６ｍｓ以
下、つまり周波数で表記すれば２４Ｈｚ以上にすること
を特徴とする前述の液晶表示装置である。これにおい
て、液晶表示装置完成前の検査で、液晶駆動回路形成時
の駆動画面と比較して液晶表示装置の不良視認の相関
性、一致性を高めるという作用を有する。
【００８２】また、本発明は、たとえば、第１ゲート側
検査配線と第２ゲート側検査配線とへの印加電位により
スイッチング素子をオフ状態からオン状態に切り替えた
状態から、オフ状態に切り替え、その後に時間をおいて
再びオン状態に切り替えるまでの期間を長短２種類存在
させ、そのうちの長いほうの期間を、画素が所定期間の
オン状態での色と同じ色を表示し続け得る期間と同等に
することを特徴とする前述の液晶表示装置である。これ
において、液晶表示装置完成前の検査で、液晶駆動回路
形成時の駆動画面と比較して液晶表示装置の不良視認の
相関性、一致性を高めるという作用を有する。
【００８３】また、本発明は、たとえば、液晶法事装置
の各配線および各検査配線の抵抗および容量により生じ
る遅延を解消するために、スイッチング素子のオンオフ
動作を司る目的で第１ゲート側検査配線および第２ゲー
ト側検査配線に印加する駆動電位と、画素電極に書き込
むデータ信号とを時間的に遅らせるかまたは早めること
を特徴とする前述の液晶表示装置の検査方法である。こ
れにおいて、液晶表示装置完成前の検査でソース配線か
らのデータ信号をスイッチング素子を通して画素電極に
書き込む時、前記スイッチング素子のゲートしきい値に
対してマージンを保たせて、ソース配線からのデータ信
号を前記画素電極に書き込む動作を適切かつ確実に行う
作用を有する。
【００８４】また、本発明は、たとえば、各ソース側検
査配線、第１ゲート側検査配線、第２ゲート側検査配
線、前記対向電極側検査配線、および検査用ゲート配線
へ、前述の液晶表示装置の検査方法を可能にした信号発
生手段を設けたことを特徴とする液晶表示装置の検査装
置である。これにおいて、液晶表示装置完成前の検査
で、簡易的に液晶表示装置を検査することができるとい
う作用を有する。
【００８５】また、本発明は、たとえば、検査完了後、
液晶駆動回路形成時での液晶表示装置を動作させて画像
を表示するうえで、検査用ゲート配線には検査用スイッ
チング素子が電気的に導通しない電位が印加させるよう
な構成を備えたことを特徴とする前述の液晶表示装置で
ある。これにおいて、液晶駆動回路形成時での液晶表示
装置を動作させて画像を表示するうえで、検査用ゲート
配線に検査用スイッチング素子が電気的に導通しない電
位を印加させることにより、液晶駆動回路形成時での液
晶表示装置の通常動作に必要でない電気接続を遮断する
ことができ、これにより各検査配線との接続を電気的に
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オープンにする作業をなくし、生産性を向上させること
ができるという作用を有する。
【００８６】また、本発明は、たとえば、検査完了後、
第１ゲート側検査配線および第２ゲート側検査配線と各
ゲート配線との接続、対向電極側配線と対向電極との接
続のうち、液晶駆動回路形成時での液晶表示装置の通常
動作に必要でない電気接続をオープンにし、液晶駆動回
路形成時での液晶表示装置を動作させて画像を表示する
うえで、検査用ゲート配線には検査用スイッチング素子
が電気的に導通しない電位が印加させるような構成を備
えたことを特徴とする前述の液晶表示装置である。これ
において、液晶駆動回路形成時での液晶表示装置を動作
させて画像を表示するうえで、検査用ゲート配線に検査
用スイッチング素子が電気的に導通しない電位を印加さ
せることにより、液晶駆動回路形成時での液晶表示装置
の通常動作に必要でない電気接続を遮断することがで
き、これにより各検査配線との接続を電気的にオープン
にする作業をなくし、生産性を向上させることができる
という作用を有する。
【００８７】また、本発明は、たとえば、検査完了後、
各ソース側検査配線と各ソース配線との接続、対向電極
側配線と対向電極との接続のうち、液晶駆動回路形成時
での液晶表示装置の通常動作に必要でない電気接続をオ
ープンにし、液晶駆動回路形成時での液晶表示装置を動
作させて画像を表示するうえで、検査用ゲート配線には
検査用スイッチング素子が電気的に導通しない電位が印
加させるような構成を備えたことを特徴とする前述の液
晶表示装置である。これにおいて、液晶駆動回路形成時
での液晶表示装置を動作させて画像を表示するうえで、
検査用ゲート配線に検査用スイッチング素子が電気的に
導通しない電位を印加させることにより、液晶駆動回路
形成時での液晶表示装置の通常動作に必要でない電気接
続を遮断することができ、これにより各検査配線との接
続を電気的にオープンにする作業をなくし、生産性を向
上させることができるという作用を有する。
【００８８】また、本発明は、たとえば、複数列のソー
ス配線と複数行のゲート配線との交差部に対応して配置
された複数の画素電極と、前記複数の画素電極に対向す
る対向電極と、前記複数の画素電極と前記対向電極との
間に狭持される複数の液晶素子と、前記ゲート配線に設
けられた接続状態を切り替えるためのゲート配線用スイ
ッチ手段と、前記ゲート配線用スイッチ手段を介して、
前記複数行のゲート配線の内、（１）奇数行のゲート配
線に接続される第１ゲート配線用検査配線、および
（２）偶数行のゲート配線に接続される第２ゲート配線
用検査配線とを備え、前記ゲート配線用スイッチ手段
は、液晶表示基板の検査を行うときに、外部からの所定
の作用に基づいて、前記接続状態のオン／オフ状態を切
り替えられることを特徴とする液晶表示基板である。
【００８９】また、本発明は、たとえば、複数列のソー
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ス配線と複数行のゲート配線との交差部に対応して配置
された複数の液晶素子と、前記ゲート配線に設けられた
接続状態を切り替えるためのゲート配線用スイッチ手段
と、前記ゲート配線用スイッチ手段を介して、前記複数
行のゲート配線の内、（１）奇数行のゲート配線に接続
される第１ゲート配線用検査配線、および（２）偶数行
のゲート配線に接続される第２ゲート配線用検査配線と
を備えたことを特徴とする液晶表示基板に対する検査を
行うための液晶表示基板検査装置であって、前記ゲート
配線用スイッチ手段の前記接続状態のオン／オフ状態の
切替を制御するためのスイッチ制御手段を備えたことを
特徴とする液晶表示基板検査装置である。
【００９０】また、本発明は、たとえば、複数列のソー
ス配線と複数行のゲート配線との交差部に対応して配置
された複数の液晶素子と、前記ゲート配線に設けられた
接続状態を切り替えるためのゲート配線用スイッチ手段
と、前記ゲート配線用スイッチ手段を介して、前記複数
行のゲート配線の内、奇数行のゲート配線に接続される
第１ゲート配線用検査配線、および偶数行のゲート配線
に接続される第２ゲート配線用検査配線とを備えたこと
を特徴とする液晶表示基板に対する検査を行うための液
晶表示基板検査方法であって、（１）前記ゲート配線用
スイッチ手段の前記接続状態をオン状態に切り替え、
（２）前記奇数行のゲート配線に対し前記第１ゲート配
線用検査配線から所定の第１ゲート配線用検査信号の供
給を行い、（３）前記偶数行のゲート配線に対し前記第
２ゲート配線用検査配線から所定の第２ゲート配線用検
査信号の供給を行うことを特徴とする液晶表示基板検査
方法である。
【００９１】このように、本発明の液晶表示装置の検査
方法は、たとえば、行ごとのゲート配線に接続する検査
配線を第１ゲート側検査配線と第２ゲート側検査配線と
の２本とし、ゲート配線を１行置きに第１ゲート側検査
配線と第２ゲート側検査配線に交互に接続し、前記第１
および第２ゲート側検査配線と各ゲート配線との接続
と、ソース側検査配線と各ソース配線との接続には、検
査用のスイッチング素子を介して接続する構成とし、前
記検査用スイッチング素子のゲートに電位を与える検査
用ゲート配線を設け、前記検査用ゲート配線には前記検
査用スイッチング素子が電気的に導通させる電位を印加
した状態にて、第１ゲート側検査配線への印加電位によ
り、前記スイッチング素子をオフ状態から所定期間オン
状態としたのちオフ状態とし、その所定期間中は前記第
２ゲート側検査配線への印加電位により前記スイッチン
グ素子をオフ状態とする動作を動作１とし、第２ゲート
側検査配線への印加電位により、前記スイッチング素子
をオフ状態から所定期間オン状態としたのちオフ状態と
し、その所定期間中は第１ゲート側検査配線への印加電
位により前記スイッチング素子をオフ状態とする動作を
動作２と定義し、第１ゲート側検査配線と第２ゲート側
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検査配線への印加電位により前記スイッチング素子をオ
フ状態とする動作を動作３と定義した時、動作１、動作
２、動作３、動作２、動作１、動作３、…の順序の一連
の動作を繰り返して行うことにより、白、黒、赤、緑、
青のカラー単色画面、およびゲート１ライン毎に黒、
白、黒、白、…、または白、黒、白、黒、…というフリ
ッカー画面を表示させて検査するようにした液晶表示装
置およびその検査方法である。
【００９２】なお、本発明のソース配線用スイッチ手段
は、上述された本実施の形態においては、所定の電位の
印加によってオン状態となる各ソース配線ごとに設けら
れた複数の検査用スイッチング素子５であった。しか
し、本発明のソース配線用スイッチ手段は、これに限ら
ず、たとえば、脱着自在な所定の治具をはめ込み装着す
ることによりオン状態となるような電気的接続切替用部
材などであってもよい。
【００９３】また、本発明のゲート配線用スイッチ手段
は、上述された本実施の形態においては、所定の電位の
印加によってオン状態となる各ゲート配線ごとに設けら
れた複数の検査用スイッチング素子５であった。しか
し、本発明のゲート配線用スイッチ手段は、これに限ら
ず、たとえば、上述のような電気的接続切替用部材など
であってもよい。
【００９４】また、本発明の検査用スイッチング素子
は、上述された本実施の形態においては、検査配線Ｇ０
から所定の電位の印加を行うことにより、全てが同時に
オン／オフ状態を切り替えられた。しかし、本発明の検
査用スイッチング素子は、これに限らず、たとえば、検
査用スイッチング素子に連結された所定の電位の印加を
行うための検査配線を所定のルールに基づいて設けるこ
とにより、個々が別々にオン／オフ状態を切り替えられ
てもよい。
【００９５】また、本発明の検査用スイッチング素子
は、上述された本実施の形態においては、各ゲート配線
２および各ソース配線３の全部に対して設けられてい
た、しかし、本発明の検査用スイッチング素子は、これ
に限らず、要するに、ゲート配線およびソース配線の全
部または一部に設けられていてもよい。
【００９６】また、本発明のソース配線用検査配線は、
上述された本実施の形態においては、赤画素電極１ｒが
接続されているソース配線３に接続されるソース側検査
配線Ｓ１、緑画素電極１ｇが接続されているソース配線
３に接続されるソース側検査配線Ｓ２、および青画素電
極１ｂが接続されているソース配線３に接続されるソー
ス側検査配線Ｓ３であった。しかし、本発明のソース配
線用検査配線は、これに限らず、たとえば、（１）全部
のソース配線に一括して接続されていてもよいし、
（１）一部のソース配線にのみ接続されていてもよい。
【００９７】また、本発明のゲート配線用検査配線は、
上述された本実施の形態においては、奇数行のゲート配
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線２に接続された第１ゲート側検査配線Ｇ１、および偶
数行のゲート配線２に接続された第２ゲート側検査配線
Ｇ２であった。しかし、本発明のゲート配線用検査配線
は、これに限らず、たとえば、（１）全部のゲート配線
に一括して接続されていてもよいし、（１）一部のゲー
ト配線にのみ接続されていてもよい。
【００９８】本発明は、上述した本発明の液晶表示基板
検査装置の全部または一部の手段（または、装置、素
子、回路、部など）の機能をコンピュータにより実行さ
せるためのプログラムであって、コンピュータと協働し
て動作するプログラムである。なお、本発明のコンピュ
ータは、ＣＰＵなどの純然たるハードウェアに限らず、
ファームウェアやＯＳ、さらに周辺機器を含むものであ
っても良い。
【００９９】本発明は、上述した本発明の液晶表示基板
検査方法の全部または一部のステップ（または、工程、
動作、作用など）の動作をコンピュータにより実行させ
るためのプログラムであって、コンピュータと協働して
動作するプログラムである。
【０１００】なお、本発明の一部の手段（または、装
置、素子、回路、部など）、本発明の一部のステップ
（または、工程、動作、作用など）は、それらの複数の
手段またはステップの内の幾つかの手段またはステップ
を意味する、あるいは一つの手段またはステップの内の
一部の機能または一部の動作を意味するものである。
【０１０１】また、本発明の一部の装置（または、素
子、回路、部など）は、それら複数の装置の内の幾つか
の装置を意味する、あるいは一つの装置の内の一部の手
段（または、素子、回路、部など）を意味する、あるい
は一つの手段の内の一部の機能を意味するものである。
【０１０２】また、本発明のプログラムを記録した、コ
ンピュータに読みとり可能な記録媒体も本発明に含まれ
る。また、本発明のプログラムの一利用形態は、コンピ
ュータにより読み取り可能な記録媒体に記録され、コン
ピュータと協働して動作する態様であっても良い。ま
た、本発明のプログラムの一利用形態は、伝送媒体中を
伝送し、コンピュータにより読みとられ、コンピュータ
と協働して動作する態様であっても良い。また、記録媒
体としては、ＲＯＭ等が含まれ、伝送媒体としては、イ
ンターネット等の伝送媒体、光・電波・音波等が含まれ
る。
【０１０３】なお、本発明の構成は、ソフトウェア的に
実現しても良いし、ハードウェア的に実現しても良い。
【０１０４】かくして、デルタ配列であるかストライプ
配列であるかに関係なく、スイッチング素子の開閉に起
因する不良、スイッチング素子の特性的不良に起因する
不良、画素電位の保持特性のバラツキによる不良、各画
素構成および前記各配線等のパターンに起因する不良の
検査検出力を向上させた液晶表示装置の検査方法を実現
し、ゲート１ライン毎に黒、白、黒、白、…、または *
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*白、黒、白、黒、…というフリッカー画面の表示を可能
とし、液晶表示装置完成前の検査にて、簡易的にフリッ
カーレベルを評価判断することも可能とし、かつ検査完
了後の各検査配線との接続を電気的にオープンにする作
業をなくし、生産性を向上させることができる。
【０１０５】つまり、本発明の液晶表示装置の検査方法
によれば、たとえば、奇数行のスイッチング素子のゲー
ト配線に検査用のスイッチング素子を介して接続した第
１ゲート側検査配線と、偶数行のスイッチング素子のゲ
ート配線に検査用のスイッチング素子を介して接続した
第２ゲート側検査配線と、ソース配線に検査用のスイッ
チング素子を介して接続した３本のソース側検査配線
と、対向電極に接続した対向電極側検査配線を設け、奇
数行の画素と偶数行の画素とを分離して駆動させること
により、画素配列がストライプ配列、デルタ配列に関係
なく、簡易画像検査が実現できる。また、画素電極の配
置がデルタ配列であるかストライプ配列であるかに関係
なく、スイッチング素子の開閉に起因する不良、および
スイッチング素子の特性的不良に関する不良、かつ画素
電位の保持特性のばらつきによる不良、各画素構成およ
び前記各配線等のパターンに起因する不良を検出するこ
とができ、液晶駆動回路形成時での駆動画面との相関性
を高めた検査をすることができる。
【０１０６】
【発明の効果】以上述べたところから明らかなように、
本発明は、たとえば、液晶表示装置の検査完了後に、各
検査配線との接続を電気的にオープンにするための切断
が不要になるという長所を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における、画素電極１がス
トライプ配列に配置された液晶表示装置の平面図
【図２】本発明の実施の形態における白表示を行う場合
の検査のための駆動電位を示す波形図
【図３】本発明の実施の形態における黒表示を行う場合
の検査のための駆動電位を示す波形図
【図４】本発明の実施の形態における赤表示を行う場合
の検査のための駆動電位を示す波形図
【図５】本発明の実施の形態における緑表示を行う場合
の検査のための駆動電位を示す波形図
【図６】本発明の実施の形態における青表示を行う場合
の検査のための駆動電位を示す波形図
【図７】本発明の実施の形態における黒、白、黒、白、
…というフリッカー画面表示を行う場合の検査のための
駆動電位を示す波形図
【図８】本発明の実施の形態における白、黒、白、黒、
…というフリッカー画面表示を行う場合の検査のための
駆動電位を示す波形図
【図９】本発明の実施の形態における検査のための白表
示を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図
【図１０】本発明の実施の形態における検査のための黒
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表示を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図
【図１１】本発明の実施の形態における検査のための赤
表示を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図
【図１２】本発明の実施の形態における検査のための緑
表示を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図
【図１３】本発明の実施の形態における検査のための青
表示を行う場合の画素ごとの液晶電位を示す波形図
【図１４】本発明の実施の形態における検査のための
黒、白、黒、白、…というフリッカー画面表示を行う場
合の画素ごとの液晶電位を示す波形図
【図１５】本発明の実施の形態における検査のための
白、黒、白、黒、…というフリッカー画面表示を行う場
合の画素ごとの液晶電位を示す波形図
【図１６】本発明の実施の形態における検査装置の構成
図
【図１７】画素電極をデルタ配列とした従来の液晶表示
装置の平面図
【図１８】Ａ－Ａ’線（図１７参照）に沿う断面図（図
１８（ａ））、およびＢ－Ｂ’線（図１７参照）に沿う
断面図（図１８（ｂ））
【図１９】画素電極をストライプ配列とした従来の液晶
表示装置の平面図
【符号の説明】
１  画素電極
１ｒ  赤画素電極
１ｇ  緑画素電極
１ｂ  青画素電極
２  ゲート配線
３  ソース配線 *
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*４  スイッチング素子
５  検査用スイッチング素子
６  ゲート駆動回路
７  ソース駆動回路
８  対向電極駆動回路
９  対向電極
１０  液晶
Ｃ  対向電極側検査配線
Ｇ  ゲート側検査配線
Ｇ０  検査配線
Ｇ１  第１ゲート側検査配線
Ｇ２  第２ゲート側検査配線
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３  ソース側検査配線
Ｔ    切断部
ＶＧ０、Ｖｇ１、Ｖｇ２、Ｖｓ１、Ｖｓ２、Ｖｓ３、Ｖ
ｃ  駆動電位
Ｖ１ｒ、Ｖ１ｇ、Ｖ１ｂ  液晶電位
Ｖｏｎ＋α  検査用スイッチング素子が電気的に導通さ
せるに十分な駆動電位Ｖｏｎ、Ｖｏｆｆ  スイッチング
素子が電気的に開閉させるに十分な駆動電位Ｖｓｃ    
Ｖｓ１、Ｖｓ２、Ｖｓ３における方形波のセンター電位
Ｖｓｃ＋β、Ｖｓｃ－β  Ｖｓ１、Ｖｓ２、Ｖｓ３にお
ける方形波のピーク電位
Ｖｃｃ  Ｖｃにおける方形波のセンター電位
Ｖｃｃ＋γ、Ｖｃｃ－γ  Ｖｃにおける方形波のピーク
電位
Τａ  スイッチング素子をオンとする期間
Τｂ  動作１の期間
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